
「⻑崎まちづくりのグランドデザイン2050」策定の歩み（素案）
〜 「 み ら い の ⻑ 崎 」 を み ん な で つ く ろ う ！ 〜
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Chapter  1 ⻑崎まちづくりのグランドデザイン２０５０について（補足）
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第１章では、グランドデザインと他の計画との関係性や検討プロセスなど、グランドデザインの概要（本編補足）について説明します。



 市政全般を網羅した市政運営上の最
上位計画。

 「めざす都市像」や「めざす2030年の
姿」を掲げるとともに、その実現に向けた
基本的な姿勢や道筋を示すとともに、
各施策の取組み方針や具体的な事業
計画も示す。

1 グ ラ ン ド デ ザ イ ン と 他 の 計 画 と の 関 係 性

-２-

⻑崎まちづくりのグランドデザイン2050
（計画期間：2025年度（予定）〜2050年度）

⻑崎市第五次総合計画
（計画期間：2022年度〜2030年度）

⻑崎市都市計画マスタープラン
（計画期間：2016年度〜2035年度）

~都心まちづくり構想との関係性~

 都市計画法に基づき策定する、市町
村の都市計画に関する基本的な方針。

 「めざす都市像」の実現に向けた都市づ
くりの指針。

 人口減少化においても持続可能な将
来都市構造や、市全体の都市づくりの
方向性や地域・地区の方向性を示す。

 総合計画や都市計画マスタープランに基づきな
がら、様々な関係者との連携・協働によるまち
づくりを具体的に進めるため、経済再生と定住
促進に特化した⻑期的なまちづくりの方向性を
共有するとともに、関係者の方々がまちづくりの
取組みをイメージしやすいようまとめたもの。

⻑崎まちづくりの
グランドデザイン

2050

〜都心部の取組みの具体化〜
⻑崎都⼼まちづくり構想

策定済
連携 整合

重点プロジェクト
アクションプラン
• 経済再生・少子化

対策プロジェクト

分野別個別計画
• 立地適正化計画
• 地域公共交通計画
• 住生活基本計画
• 空家等対策計画

等

踏まえる• 第五次総合計画
• 都市計画マスタープラン

尊重

市 ⺠ 意 ⾒

~ グ ラ ン ド デ ザ イ ン の 位 置 付 け ~

• 令和6年4月、⻑崎駅再整備や⻑崎スタジアムシ
ティなど、新たな集客拠点から生まれる効果を、市
全体の生活を支える都心部全体に波及するため、
先行して都心部の新しいまちづくりの指針として策
定。

• 都心まちづくり構想は、グランドデザインにおける都
心部の取組みを詳細に示すものであり、グランドデ
ザインの内容などを勘案しながら必要に応じて内容
を再整理する。
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３ 「 基 盤 づ く り 」 と 「 仕 組 み づ く り 」 か ら 取 組 み を 展 開

２ グ ラ ン ド デ ザ イ ン の 目 標 年 次
 まちづくりの概成時期を考慮し、目標年次を「2050年」とします。

⻑崎市の都心部・臨海部の構想である「ナガサキ・アーバン・ルネッサンス構想」が、1986
年策定から概成するまでにおよそ30年から40年の期間を要していることなどを参考に設定
しています。

 なお、人口減少対策は喫緊の課題であることから、ス
ピード感を持って短期的な施策と中⻑期的な取組み
を着実に推進します。

基
盤
づ
く
り

仕
組
み
づ
く
り

まちを最大限活用する「体制」と「手法」
イメージ

出典：国土交通省「居心地が良く歩きたくなるグランドデ
レベルデザイン」

-
３
-

まち（舞台）

コンパクト・プラス・ネットワーク

質の高い暮らしや多様な活動を
生み出す「土地利用」

拠点をつなぐ
「道路」と「公共交通」

出典：国土交通省「次世代モビリティネットワークの検討」

イメージ
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現 状 整 理

４ グ ラ ン ド デ ザ イ ン の 検 討 プ ロ セ ス

-４-

STEP
1

 エリアの視点・・・・・・・・・ Ａ 都心部 Ｂ 地域拠点・生活地区 Ｃ 斜面市街地

 ネットワークの視点・・・・・ Ｄ 都心部と周辺部のつながり Ｅ 広域連携

⻑ 崎 市 全 体 を 俯 瞰 し 、⻑崎市のまちの可能性を 把 握STEP
2

⻑ 崎 市 全 体 のまちづくりの理念を 設 定STEP
3

A〜Eの視点ごとにまちづくりの理念を 設 定STEP
4

現 状 ・ 問 題 点 の ギ ャ ッ プ か らまちづくりの方針を 設 定STEP
5
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A 都心部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P9

B 地域拠点・生活地区・・・・・・・・P12
中央地域 ・・・ P14
北部地域 ・・・ P15
東部地域 ・・・ P16
南部地域 ・・・ P17

C 斜面市街地・・・・・・・・・・・・・・・P18

D 都心部と周辺部のつながり・・・P20

E 広域連携・・・・・・・・・・・・・・・・・P21

Chapter  2 現 状 整 理
この章では、各テーマの現状や本市のまちづくりに関連する主な取組みを整理します。
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A 都⼼部
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概 況

高 次 な 都 市 機 能 が 集 積

⻑ 崎 市 の 沿 革 ・ 歴 史 を 代 表 し 、 国 際 色 豊 か

1 0 0 年 に 一 度 の ま ち づ く り

高いレベルの商業・業務・行政・福祉などの都市機能が集積し、市全体をけん引する役割を
担う地域

陸 ・ 海 の 玄 関 口
陸の⽞関口である⻑崎駅、海の⽞関口である松が枝国際観光船埠頭や⻑崎港ターミナル
を有す一大集客拠点

多くの歴史・文化遺産が点在する国際色豊かなまちなみで、多くの外国人観光客が訪れる

出島メッセ⻑崎、九州新幹線⻄九州ルート、⻑崎スタジアムシティの開業や⻑崎駅周辺再
整備、松が枝国際観光船埠頭２バース化など、100年に一度と称されるまちづくりが進行

~ 市 ⺠ の 声 ~

●バスの本数が多く、路面電車での移
動も便利

●海・山が近く、景色がいい●立体的
なまちなみが面白い●路地が魅力的

諏訪神社

三菱⻑崎造船所
旧木型場

ｼﾞｬｲｱﾝﾄ·
ｶﾝﾁﾚﾊﾞｰｸﾚｰﾝ

三菱⻑崎造船所
占勝閣

三菱⻑崎造船所
第三船渠

旧グラバー住宅
大浦天主堂

旧⻑崎英国領事館

唐人屋敷跡

崇福寺

眼鏡橋
興福寺

⻲山社中記念館

シーボルト記念館

歴史文化博物館

新地中華街

出島

原爆資料館

平和祈念像

出島メッセ⻑崎

県庁

アミュプラザ⻑崎

夢彩都

県立美術館

⻑崎メディカルセンター

市役所
市立図書館

⻑崎浜屋

新大工町ﾌｧﾝｽｸｴｱ

ココウォーク⻑崎
ブリックホール

プラットモール

⻑崎港ターミナル

⻑崎港松が枝
国際ターミナル

浦上駅

⻑崎スタジアムシティ

⻑崎駅 新大工市

中島川・寺町・丸山和

浜町・銅座商

館内・新地中

東山手・南山手洋

世

世

世

世

世

世

凡例

世

伝統的建造物群保存地区

工業用地（国土数値情報）

世界遺産構成資産

まちぶらプロジェクト対象エリア

公 共 交 通

自 然 ・ 景 観

●観光資源が多い●観光に適したまち
●歴史的建造物が多く残っている●歴
史文化がつまった場所●文化が多様●
祭りの準備がすごい

観 光 、 歴 史 ・ 文 化

商 業 ・ 賑 わ い

●駅前で賑わいが生まれている●商業
施設など楽しめる場所が増えた●雰囲
気が良いお店が多い●歩いて楽しく、徒
歩で日常生活は事足りる

国 際 性 、 交 流
●国際交流拠点になり得る●海外との
接点が今も多い●色々な人に出会える
●スポーツの力で県外からたくさんの人々
が訪れている
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A 都⼼部
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現況分析

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H2 H4 H6 H8 H10
H12
H14
H16
H18
H20
H22
H24
H26
H28
H30
R2 R4 R6

人

浜町（安達ビル前）
ゆめタウン夢彩都前
ココウォーク前

• 歩 行 者 通 行 量 は 減 少 傾 向

歩行者通行量（休日）の推移

15分以上滞在割合の比較（2024年と2019年の差分）

• 令 和 元 ( 2 0 1 9 ) 年 と 令 和 ６ ( 2 0 2 4 ) 年 の 1 5 分 以 上 滞
在 割 合 ※ を 比 較 す る と 、 ⻑ 崎 駅 周 辺 の み 増 加

出典：⻑崎商工会議所「歩行者通行量調査集計報告書」

エ リ ア 休 日
⻑ 崎 駅 周 辺 ＋ 1 . 3 ％
浜 町 周 辺 ▲ 3 . 9 ％
⻑ 崎 港 周 辺 ▲ 2 . 9 ％
浦 上 駅 周 辺 ▲ 1 . 8 ％

※エリア内に15分以上滞在した回数÷都心部内に15分以上滞在した回数

• ま ち な か で は 空 き 店 舗 が 増 加 傾 向

87
123 135 149

125

0

50

100

150

200

R2 R3 R4 R5 R6

件

出典：GEOTRA Activity Date 出典：⻑崎市「独⾃調査」

空き店舗数の推移

• 6 0 分 以 上 滞 在 し た 人 口 は 、 ⻑ 崎 駅 周 辺 は 増 加
傾 向 、 浜 町 周 辺 は 減 少 傾 向

32,385 
27,276 

24,538 23,696 

15,691 
12,785 15,169 16,156 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

人
浜町 ⻑崎駅

60分以上滞在人口（休日）の推移

出典：KDDI Location Analyzer
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 歩 行 者 通 行 量

 1 5 分 以 上 滞 在 割 合

 6 0 分 以 上 滞 在 人 口

 空 き 店 舗



 小 規 模 駐 車 場 の 増 加 と 駐 車 場 の 散 在 が 進 む• 建 物 用 途 は 、 商 業 業 務 系 か ら 「 住 居 系 」 に 転 換

A 都⼼部 現況分析

平成18（2006）年以降に建築された建物用途

出典：⻑崎市「都市計画基礎調査」

駐車場の配置状況

駐車可能台数別の駐車場数の割合

出典：⻑崎市「駐車場整備計画」
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 建 物 用 途  駐 車 場



A 都⼼部 現況分析

●歩道が狭く、路面が凸凹で歩きづらい●ベビーカーや

車いす利用者に優しくない●歩行者が休憩できる場

所が少ない●街路樹などの⾃然が少ない

●駐車場が少なく、浜町に買い物行くのには不便●

⻑崎駅から2次交通の案内が非常に分かりづらい●駅

周辺からまちなかへの回遊性に課題がある

●浜町のお店が大型商業施設に移転●シャッターを

閉めているお店が増加●路面店が減少●浜町に行か

なくなった

●屋根がある公園がない●公園に桜が少ない●浜町

に憩いの広場がない

●家賃が高く、都心に住める場所が少ない●平地に

マンションが建ちすぎて、味気ない風景になっている●

街並みが壊れ統一感がない●古い建物、歴史的価

値が高い建物を残す取組みが不十分

-9-

商 業 活 性 化 、 賑 わ い
●人が⾃然と集う場所が少ない●文化・芸術を共

有・披露する場が少ない●音楽、アート、創作活動な

どを気軽に表現できる場が少ない●若者が遊ぶ場所

が少ない

文 化 ・ 交 流 活 動 の 場

歩 行 環 境 、 バ リ ア フ リ ー

交 通 ・ ア ク セ ス

公 園 ・ 憩 い の 空 間住 環 境 、 景 観

~ 市 ⺠ の 声 ~
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B 地域拠点・生活地区
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概 況

旧町村の役場などを中⼼に都市機能が集積

豊 か な 自 然 環 境

世 界 遺 産 構 成 資 産 が 点 在

⻑崎市は、周辺町村との合併を繰り返して現在のまちが成り立っており、旧町村
の役場などを中心に商業、医療などの都市機能が集積されてきた

海・山・川など豊かな⾃然環境に恵まれた地区が多い

明治日本の産業⾰命遺産、⻑崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産を構成
する資産が点在

●⾃然豊かで海がきれい●⾃然を体験
ができるアクティビティがある●静かで住
むには良い環境

自 然 ・ 環 境 資 源

●恐⻯博物館やリゾート施設などの観
光地もある●都心部にはない魅力があ
る●野⺟崎や茂木地区など、同じ⻑崎
市とは思えないほど異なった魅力がある

観 光 ・ 地 域 資 源

● 周 辺 部 にも 、 様 々 な 魅力 的 な 食
（魚・農産物）がある

食

●地域拠点はお店や病院、学校があっ
て便利●地域拠点は施設がなんでも
揃っていて便利

生 活 利 便 性 ・ 都 市 機 能

~ 市 ⺠ の 声 ~
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概 況

中 央 地 域
1.24

0.37
1.59

1.32
1.40

1.57
0.75

1.18
0.92

0.59
1.35

0.82
0.71

1.00
0.91

1.04
1.10

0.99

農業，林業
漁業

鉱業，採石業，砂利採取業
建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業

運輸業，郵便業
卸売業，小売業
金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業
医療，福祉

複合サービス事業
サービス業（他に分類されないも…

出典：令和３年経済センサス

産業大分類別事業所数の特化係数（都心部除く）

工業エリア

造船・工業エリア
外貿貨物エリア

造船・工業エリア
ヨットハーバー

エリア

小菅修船場跡
世

飛島磯釣り公園

高島海水浴場世
高島炭坑

世
端島炭坑

（軍艦島）

かきどまり白浜ボート・ヨット等が係留できるマリーナや
緑地が整備され、海洋レジャーの場と
して利用

海の駅

出典：⻑崎港重要港湾

⻑崎港（福田地区）

県内唯一の国際定期コンテナ航路が就航

長崎港（小ヶ倉柳地区）

出典：長崎港重要港湾

あぐりの丘

唐八景公園

稲佐山公園 ⻑崎大学(経済キャンパス)

⻑崎大学(坂本キャンパス)

⻑崎大学(文教キャンパス)

⻑崎活水大学

鉄道駅

港湾

漁港
物流拠点
（国土数値情報）

高規格道路

凡例

大学
工業用地
（国土数値情報）

一般広域道路
その他

主要道路

世 世界遺産構成資産
インターチェンジ

B 地域拠点・生活地区
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概 況

2.53
1.38

0.98
1.35

0.97
0.87

0.36
1.17

0.97
0.46

0.78
0.71
0.78

1.18
1.45

1.31
1.17

0.81

農業，林業
漁業

鉱業，採石業，砂利採取業
建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業

運輸業，郵便業
卸売業，小売業
金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業
医療，福祉

複合サービス事業
サービス業（他に分類されないも…

出典：令和３年経済センサス

産業大分類別事業所数の特化係数

北 部 地 域

鉄道駅

港湾

漁港
物流拠点
（国土数値情報）

高規格道路

凡例

大学
工業用地
（国土数値情報）

一般広域道路
その他

主要道路

世 世界遺産構成資産
インターチェンジ※：第３種漁港（利用範囲が全国的なもの）のうち水産業の振興上特に重要な漁港で政令で定めるもの。全国で13の漁港が指定。(R5.4現在)

世
道の駅そとめ

外海の出津集落

世 外海の大野集落

特定第3種漁港※

⻑崎県⺠の森

そとめ神浦川
河川公園

大中尾棚田

琴海赤水公園

琴海中央公園

琴海南部公園

⿊崎永田湿地
⾃然公園

池島炭鉱体験施設

⻑崎大学(文教キャンパス)

⻑崎外国語大学

⻑崎空港

B 地域拠点・生活地区
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概 況

1.68
1.52

0.00
1.56

0.83
0.87

0.25
1.50

1.22
0.46

0.56
0.88

0.61
1.06

1.18
1.06

1.23
0.83

農業，林業
漁業

鉱業，採石業，砂利採取業
建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業

運輸業，郵便業
卸売業，小売業
金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業
医療，福祉

複合サービス事業
サービス業（他に分類されないも…

出典：令和３年経済センサス

産業大分類別事業所数の特化係数
東 部 地 域

⻑崎ペンギン水族館

⻑崎東公園

⻑崎総合科学大学

諫早市中核工業団地

南諫早産業団地

⻄諫早産業団地

諫早流通産業団地

滝の観音

⻑崎卸団地

中央卸売市場

鉄道駅

港湾

漁港
物流拠点
（国土数値情報）

高規格道路

凡例

大学
工業用地
（国土数値情報）

一般広域道路
その他

主要道路

世 世界遺産構成資産
インターチェンジ

B 地域拠点・生活地区
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概 況

0.52
2.85

0.00
1.61

2.88
1.08

0.16
1.45

0.86
0.58

0.41
0.67
0.66

1.27
0.75

1.07
2.37

0.92

農業，林業
漁業

鉱業，採石業，砂利採取業
建設業
製造業

電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業

運輸業，郵便業
卸売業，小売業
金融業，保険業

不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業

宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業

教育，学習支援業
医療，福祉

複合サービス事業
サービス業（他に分類されないも…

出典：令和３年経済センサス

産業大分類別事業所数の特化係数

南 部 地 域

脇岬海水浴場

のもざき恐⻯パーク

恐⻯博物館

高浜アイランド
（快水浴場百選）

川原大池公園

川原海水浴場

えがわ運動公園

伊王島灯台公園

造船・工業エリア
外貿貨物エリア

伊王島海水浴場

権現山展望公園

樺島灯台公園

B 地域拠点・生活地区

鉄道駅

港湾

漁港
物流拠点
（国土数値情報）

高規格道路

凡例

大学
工業用地
（国土数値情報）

一般広域道路
その他

主要道路

世 世界遺産構成資産
インターチェンジ
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現況分析

233 226 215
199

47 47 46 44

126 124 120 112

49 45 41 35
0

50

100

150

200

250

H18 H20 H22 H24 H26 H28 H30 R2 R4 R6

千人 中央 東部
北部 南部

• 各 拠 点 の 人 口 は い ず れ も 減 少 傾 向 、 特 に 南 部 地
域 の 減 少 率 が 大 き い

人口推移（地域別）

出典：⻑崎市「住⺠基本台帳」

地 域

H18
(2006)

H24
(2012)

H30
(2018)

R6
(2024)

人口
(万人)

人口(万人) 人口(万人) 人口(万人)

増減率
※(%)

増減率
※(%)

増減率
※(%)

中 央 約23.3 約22.6 ▲3.0 約21.5 ▲7.7 約19.9 ▲14.6
北 部 約12.6 約12.4 ▲1.6 約12.0 ▲4.8 約11.2 ▲11.1
東 部 約4.7 約4.7 0.0 約4.6 ▲2.1 約4.4 ▲6.4
南 部 約4.9 約4.5 ▲8.2 約4.1 ▲16.3 約3.5 ▲28.6

※平成１８年に対する増減率

• 各 地 域 拠 点 内 の 生 活 サ ー ビ ス に 関 連 す る 事 業 所 数
は 減 少 傾 向

事業所数の推移（各地域拠点）

地 域 調査年

事 業 所 数 （ 事 業 所 ）

合 計
卸売業、
小売業

宿泊業、
飲食サービス業

生活関連サー
ビス業、娯楽

業
医療、福祉

北 部

H28
(2016) 378 194 141 164 877

R3
(2021) 302 162 138 155 757

増減数 ▲76 ▲32 ▲3 ▲9 ▲120

東 部

H28
(2016) 108 48 41 47 244

R3
(2021) 97 36 39 40 212

増減数 ▲11 ▲12 ▲2 ▲7 ▲32

南 部

H28
(2016) 74 24 25 27 150

R3
(2021) 64 20 19 28 131

増減数 ▲10 ▲4 ▲6 1 ▲19
出典：経済産業省「経済センサス」

B 地域拠点・生活地区
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現況分析
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【生活地区居住者が買い物・通院等のために訪問する主な地区】

日⾒

北部
東部

都⼼部

都⼼周辺部

三重 滑石
北部

外海
琴海

都⼼部

都⼼周辺部

中 央 地 域

南 部 地 域 東 部 地 域

北 部 地 域

三和

伊王島

香焼 南部

野⺟崎

都⼼部

 主に、「都心部」で生活サービスを享受

生活
地区

主な訪問地区
到着割合※

式⾒
中央東部 13.6％
中央北部 12.6％

福田 中央東部 17.4％

小榊
中央東部 18.5％
中央北部 11.6％

小ヶ倉
中央東部 22.6％

土井首＋深堀 16.4％
茂木 中央東部 27.0％
高島 中央東部 12.1％

生活
地区

主な訪問地区

到着割合※

滑石
西浦上 11.6％

中央東部 10.4％

琴海 三重 14.3％

外海 三重 29.2％

生活
地区

主な訪問地区

到着割合※

香焼
土井首＋深堀 30.7％

中央東部 12.6％

伊王島
中央東部 17.5％

土井首＋深堀 12.1％

三和
土井首＋深堀 22.6％

中央東部 11.7％

野母崎
土井首＋深堀 15.4％

三和 14.8％

生活
地区

主な訪問地区

到着割合※

日見
東長崎 30.7％

中央東部 12.6％

 主に、「南部地域拠点」と「都心部」で生活サービスを享受

 主に、「三重地区」と「北部地域拠点」で生活サービスを享受

 主に、「東部地域拠点」と「都心部」で生活サービスを享受

高島

茂木

小榊
福田

式⾒

小ヶ倉

北部

東部

南部

都⼼部
都⼼周辺部

生活地区

地域拠点

主な訪問地区

【凡例】
生活地区

地域拠点

主な訪問地区

【凡例】

生活地区

地域拠点

主な訪問地区

【凡例】
生活地区

地域拠点

主な訪問地区

【凡例】

※買い物・通院等目的で訪問地区に滞在した回数÷買い物・通院等目的で市内に滞在した総回数。
到達割合が１０％を超える地区を記載。

出典：GEOTRA Activity Date

B 地域拠点・生活地区
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現況分析

●買い物が不便●個人経営の馴染みのお店が少なく

なっている●⾃宅近くのお店がなくなり不便に●買い

物難⺠問題が深刻

●公園が小さい●遊具が少ない●日影がなく、夏は暑く

て遊べない●ボール遊びやスケートボードなどができる場所

がほしい●ニーズを反映できていない公園が多い●室内で

遊べる場所がほしい●⾃然体験できる場がない

●避難所がない地区がある●避難所が遠い●土砂

災害が多く、避難所への移動が心配

●住⺠が集まる場所がない●人とつながれる場所が

少ない●保護者同士の交流の場が少ない●世代を

超えて交流する場や機会がない

●周辺部を観光したときに、目的地以外の観光・体

験といった情報が得にくい●⾃然を生かしたレジャー施

設がない●美しい⾃然や景観などが活用されていない

●遊びに来ても日帰りになる

●遊休地が増えている●空き家が増えている●空き家

の問い合わせはあるが、貸せる空き家がない●廃校舎

や公有地を活用できていない●地域の特産品を販売

できる場が少ない●漁港の良いところを活かせていない

●耕作放棄地が増えた

●地域の救急医療の維持が懸念される●近くに病院

がない

●坂道や階段が多く、移動が大変●免許返納後の

移動が心配●車がないと生活できない●一人で外出

できない高齢者が多い●ＪＲ駅までの移動手段がな

い

●若者が住みたいと思う住宅・土地が少ない●若い

夫婦が住める環境が必要●移住者を受け入れるため

の住宅が不足している

B 地域拠点・生活地区

商 業 ・ 買 い 物 環 境 公 園 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設

防 災 ・ 安 全 対 策コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 交 流 拠 点

観 光 ・ 地 域 資 源 活 用土 地 ・ 施 設 の 有 効 活 用

医 療 ・ 福 祉 サ ー ビ ス

交 通 ・ 移 動 手 段

住 環 境 ・ 定 住 促 進

~ 市 ⺠ の 声 ~
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C 斜面市街地 概 況

坂 の ま ち ⻑ 崎 を 象 徴 す る 場 所

眺 望 、 静 か な 環 境 、 日 当 た り の 良 さ

既成市街地の約７割を占める、坂のまち⻑崎を象徴する場所で、多くの市⺠が居住

眺望や静かな環境、日当たりの良さなど、斜面市街地ならではの魅力がある

●⾒晴らしが良く、静かな環境●海・山
が近く、⾃然を身近に感じられる●景色
が良いから住んでみたい●斜面地からの
景色は観光資源として活用できる●斜
面地からの景色を眺められる素敵なお
店がある

自 然 環 境 、 景 観

●階段で移動する必要があるが、まちに
近くて便利●路面電車の停留所に近く、
少し歩けば色々なところへ行ける

交 通 ・ ア ク セ ス

●坂は多いが健康維持につながる

地 域 特 性

●住⺠同士の距離感が近い

コ ミ ュ ニ テ ィ

~ 市 ⺠ の 声 ~
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現況分析
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C 斜面市街地
• 市 街 化 区 域 か つ 斜 面 市 街 地 内 の 道 路 は 、 幅 員 ４

メ ー ト ル 未 満 の 道 路 延 ⻑ が 占 め る 割 合 が 高 い

【幅員４メートル未満の道路状況】

市街化区域かつ斜面市街地
上記以外の市街化区域
幅員４メートル未満の道路

【凡例】

道路幅員
市街化区域かつ斜面市街地 左記以外の市街化区域
道路延⻑（km) 道路延⻑（km)

割合 割合
1 約26 3.1% 約41 4.5%

2 約167 20.2% 約392 43.4%

3 約161 19.4% 約195 21.6%

4 約474 57.2% 約275 30.5%
合計 約828 100.0% 約903 100.0%

【 市 街 地 類 型 別 】

出典：⻑崎市「空家等対策計画」
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 幅 員 ４ メ ー ト ル 未 満 の 道 路 延 ⻑



現況分析
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C 斜面市街地
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• 多 く の 高 齢 者 世 帯 が 居 住

高齢者世帯数の状況（令和２（2020）年）
出典：総務省「国勢調査」

• 建 物 数 は 減 少 し て お り 、 空 き 地 が 増 加 し て い る こ と
が 想 定 さ れ る

建 物 数 の 推 移

平成26（2014）年 令和３（2021）年

建 物 数 約 6 . 9 万 件 約 6 . 5 万 件
出典：⻑崎市「都市計画基礎調査」

市街地類型 総住宅数
（⼾）

空き家
空き家
発生率
（％）件数（⼾） 空き家総数に占め

る割合（％）

都心部 9,854 256 3.7 2.5

市街中心部 6,713 140 2.0 2.0

斜面
市街地

密集 8,936 760
4,127

11.0

59.6
8.5

その他 61,801 3,367 48.6 5.4

郊外地 46,883 1,046 15.1 2.2

集落・半島部 18,393 1,160 16.7 6.3

島しょ部 786 200 2.9 25.4

総 数 153,366 6,929 100 4.5

• 多 く の 空 き 家 が 斜 面 市 街 地 に 存 在

一般世帯総数に占める割合65歳以上の単独世帯
夫65歳以上，妻60歳以上の夫婦のみの世帯

空 き 家 の 状 況 （ 市 街 地 類 型 別 ）

出典：⻑崎市
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現況分析

●⾃宅近くで生活用品が手に入らない●まちに降りな

いと買い物ができない●移動販売車のルートに偏りが

ある

●空き地・空き家が増加し、景観や治安が悪化●空

き家はあるが住む家がない

●坂や階段が多く、休憩場所も少ない●道が狭く、

車が通れない●とにかく移動が大変●外出を億劫に

感じている人がいる●外出手段の確保が必要●駐車

場がない

●避難が難しい高齢者の支援が課題
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C 斜面市街地

商 業 ・ 生 活 利 便 性 住 環 境 、 景 観 移 動 ・ 交 通 ア ク セ ス

防 災 ・ 安 全 対 策

~ 市 ⺠ の 声 ~
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D 都⼼部と周辺部のつながり 概 況

公 共 交 通 路 線 の 充 実
⻑崎市全域の公共交通路線の徒歩圏人口カバー率※は８０％で、全国平均を
大きく上回る

光 回 線 の 充 実

集 約 連 携 型 の 都 市 構 造 を 支 え る 道 路
ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成
⻑崎市の幹線道路は、平坦地に路線が集中する一極集中型の道路網で、集約
連携型の都市構造を支える道路ネットワークの形成を目指している。

令和４年４月から、市内全域で大容量高速のデータ通信が利用可能

-22-
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D 都⼼部と周辺部のつながり 現況分析

• 公 共 交 通 の 徒 歩 圏 人 口 カ バ ー 率 は 8 0 ％ で 、 全 国
平 均 を 大 き く 上 回 る

【 公 共 交 通 の 徒 歩 圏 人 口 カ バ ー 率 】

区 分 カバー率(%)

全国平均 41

地方都市圏

政令市 74

概ね50万人 62

概ね30万人 48

長崎市 80
出典：⻑崎市「立地適正化計画」

出典：⻑崎市「立地適正化計画」

 公 共 交 通 利 用 者 数 は 減 少 傾 向
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バス 路面電車 鉄道 タクシー 計
出典：⻑崎市「統計年鑑」
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 公 共 交 通 徒 歩 圏 人 口 カ バ ー 率

 公 共 交 通 利 用 者 数 の 推 移
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D 都⼼部と周辺部のつながり 現況分析

凡例（平成元年までに供用）

高速道路
有料道路

国 道

県 道

平成元年
以降に
完成・供用
整備中・整
備予定道路

県庁

芒塚ＩＣ

⻑崎ＩＣ

多良見ＩＣ

新⼾町ＩＣ

時津ＩＣ

川平ＩＣ

⻑与ＩＣ

女の都ＩＣ

川平有料道路
（時津〜⼥の都）

矢上大橋
（無料化）

⻑崎南北幹線道路

⻑崎南環状線
（新⼾町〜江川町工区）

国道499号
（栄上工区）

九州横断⾃動車道
⻑崎大分線（都）⼥神大橋線

（都）浦上川線

川平有料道路
（⼥の都〜川平）

⻑崎バイパス
（⻄山線）

伊王島大橋

（都）小ヶ倉蛍茶屋線

（都）⻑崎外環状線
（田上〜新⼾町）

⻑崎バイパス
（昭和町線・４車線）

ながさき出島道路

国道34号
日⾒バイパス

国道499号（江川工区・竿浦工区）

⻄彼杵道路
（時津工区）

【 幹 線 道 路 の 整 備 状 況 】
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D 都⼼部と周辺部のつながり 現況分析
 幹 線 道 路 網 の 整 備 は 進 ん で い る が 、 依 然 と し て 交 通

渋 滞 箇 所 が 多 い【 主 要 渋 滞 箇 所 】

出典：⻑崎県「地域の主要渋滞箇所」
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D 都⼼部と周辺部のつながり 現況分析

【 主 要 渋 滞 箇 所 】
 幹 線 道 路 網 の 整 備 は 進 ん で い る が 、 依 然 と し て 交 通

渋 滞 箇 所 が 多 い

出典：⻑崎県「地域の主要渋滞箇所」
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現状分析

●バスの便数が少なすぎる●バスの便数が減り、買い

物や通院、通学が不便に●最終便が早い●バスの遅

延時間や待ち時間が分かりづらい●行き先が分かりづ

らい

●ＪＲ駅までのアクセスが悪い●ＪＲ駅はあるが便数

が少ない●ＪＲ駅が活用されていない

●交通渋滞がひどい●道路整備が進まない●交通

渋滞で外出を控えてしまう●地域の活性化につながる

道路網がない
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D 都⼼部と周辺部のつながり

路 線 バ ス の 利 便 性 鉄 道 の 活 用道 路 交 通

~ 市 ⺠ の 声 ~
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E 広域連携 概 況

広 域 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 が 進 む
令和４年９月九州新幹線⻄九州ルート（リレー方式）が開業。
現在は、新幹線のフル規格化に向けた動きや、松が枝国際観光船埠頭２バース化、
⻄彼杵道路・⻑崎南北幹線道路の整備が進むなど、広域ネットワークの形成が進ん
でいる。

近 隣 都 市 へ の 半 導 体 関 連 企 業 の 集 積
近隣都市では、半導体関連企業の集積や洋上風力発電事業が進められている。
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E 広域連携 現状分析

• 平成29年に過去最高となる708万人に達する
• 新型コロナウイルス感染症の影響により急激に落ち込んだが、現

在は回復傾向にある

 訪 問 客 数 の 推 移

 ク ル ー ズ 客 船 寄 港 数 の 推 移
• 平成29年に過去最高となる267隻に達する
• 新型コロナウイルス感染症の影響により急激に落ち込んだが、現

在は回復傾向にある

 諫 早 市 、 ⻑ 与 町 、 時 津 町 と 人 口 流 動 の つ な が り
が 強 い

 1 5 歳 以 上 通 勤 者 の 流 動 状 況
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6
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0 R2 R4 R6

訪
問
客
数
（
万
人
）

出典：⻑崎市「観光統計」

708
654

※令和６年に訪問客数の推計方法を変更

54
21

73
39

75

131

197

267
220

183

22
1 0

96

160

0

100

200

300

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

入
港
隻
数
（
隻
）

出典：⻑崎市「観光統計」

611570
628

476 493

⻑ 崎 市 諫早市

大村市

東彼杵郡

松浦市

壱岐市

北松浦郡

対馬市

新上五島町

平⼾市

佐世保市

五島市

⻄海市

時津町

⻑与町

南島原市

島原市

雲仙市

9

1,221

206

2

24

11

11

19

9,244

2,522

120

46

5,378

5,262

46
29

526
445

36
23

2,450

6,417
7,496
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972

701 165

145

75

132
4226

4

3

出典：総務省「国勢調査」
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E 広域連携 現状分析

居住地 勤務地 平成22（2010）年 平成27（2015）年 令和2（2020）年
増減率(対H22) 増減率(対H22)

⻑崎市
諫早市 5,608 5,661 0.95％ 6,417 14.4％
時津町 5,284 5,331 0.89％ 5,262 0.42％
⻑与町 2,527 2,427 ▲3.96％ 2,522 ▲0.20％

 1 5 歳 以 上 通 勤 者 数 の 推 移

出典：総務省「国勢調査」

• ⻑ 崎 市 か ら 諫 早 市 へ の 通 勤 者 は 増 加 傾 向

 主 な 通 勤 エ リ ア

＜諫早市＞ ＜時津町＞ ＜⻑与町＞

No 主な通勤エリア 勤務者数
割合※

１ 諫早IC南側工業団地 27.5％

２ アクロスプラザ周辺 8.3％

３ ⻄諫早産業団地 2.7％

No 主な通勤エリア 勤務者数
割合※

１ 三菱電機、七工区工業団
地 17.3％

２ 10工区商業施設集積地 15.0％

３ イオン時津店周辺 12.0％

No 主な通勤エリア 勤務者数
割合※

１ イオンタウン⻑与、高田駅
周辺 16.2％

２ ⻑崎商業、⻑崎高等技術
専門校周辺 10.0％

３ 天満宮バス停周辺 5.5％

※各勤務エリア内の勤務者数÷⻑崎市からの勤務者の総数

• ⻑ 崎 市 か ら 諫 早 市 に 通 勤 す る 者 の 主 な 通 勤 エ リ ア は 、 「 諫 早 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 南 側 工 業 団 地 」

出典：GEOTRA Activity Date
-30-

Ｃｈ.１

⻑
崎
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
に
つ

い
て
（
補
足
）

Ｃｈ.２

現
状
整
理

Ｃｈ.３

⻑
崎
市
の
ま
ち
の
可
能
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

Ｃｈ.４

み
ら
い
の
⻑
崎
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り

Ｃｈ.５

策
定
経
過

Ｃｈ.６

用
語
集



本市のまちづくりに関連する最近の主な動き

⻄
彼
杵
道
路
・
⻑
崎
南
北
幹
線
道
路
の
整
備

⻄
彼
杵
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

提
言
位
置

半導体関連企業の集積、
新作業団地の整備検討

⻑崎ベイエリアにおける
カーボンニュートラルの推進

洋上風力技能者訓
練施設の開所

⺠間企業による
カーボンニュートラルの推進

工業団地の分譲予定
（為石浄水場跡地）

⻑崎南環状線の整備

⻑崎総合科学大学キャン
パス整備計画
先端グリーン・デジタル理工学部(仮
称)の新設に伴うキャンパス整備計画

東⻑崎縦貫線
の整備

洋上風力発電事業
（⻄海市江島沖）

⻑崎港元船地区
整備構想

松が枝国際観光船埠頭
の２バース化と南山手地
区を含む周辺地区の整備

伝統的建造物(マリア園)
を活用したホテル開業

県庁舎跡地の
活用

銅座川プロムナードの
整備

市庁舎本館跡地等
の活用

歩行者利便増
進道路の指定

⻑崎駅前交通拠点
の整備方針の策定

大⿊町地区市街地
再開発準備組合

平和公園再整備基本計画

⻑崎駅周辺
土地区画整理事業

⻑崎南北幹線道路の整備

大⿊町恵美須町線
の整備

歩行者利便増
進道路の指定

歩行者利便増
進道路の指定

歩行者利便増
進道路の指定

都心部全域
脱炭素先行地域の指定
東山手・南山手地区及び稲佐山から
⾒下ろす市街地中心エリアの夜景観光
ランドマーク施設群
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• ⻑崎と諫早中心部の中間に位置
• 大学キャンパス再編の検討や諫早では

半導体関連企業集積が進み、大学や
近隣都市と連携したまちづくりが期待

ま と め

• 高次な都市機能や多様な魅力がコンパクトに集積した集客拠点
• 100年に一度と称されるまちづくりにより、さらなる交流拡大が期待

A 都⼼部

• マリンアクティビティを体験できる豊かな⾃
然やリゾート施設、恐⻯博物館等を有す

• 道路整備によるアクセス向上で、居住地
の魅力や交流拡大が期待

• 海洋関連産業を活かした新分野の取組
みも⾒込まれる

• 都心周辺に位置し、⾃然に恵まれ、世
界遺産構成資産等を有す

• 海洋関連産業を活かした新分野の取組
みも⾒込まれる

中央

• 海・山・川といった⾃然に恵まれ、世界遺
産構成資産などを有す

• 道路整備によるアクセス向上で、居住地
の魅力や交流拡大が期待

• 重要な漁港や農林業事業所が集積し、
広域道路を活用した企業誘致も期待

• ⻑崎市内の各エリアは公共交通でつながるとともに、都心部から車で１時間圏内にある
• 道路整備により、各エリア間のつながりの強化が期待

D 都⼼部と周辺部のつながり

B 地域拠点・生活地区

北部

東部

南部

C 斜面市街地

現状整理や本市のまちづくりに関連する主な取組みを踏まえ、エリア・ネットワークのポテンシャルを整理します。

E 広域連携
• 新幹線や松ケ枝国際観光船埠頭２バース化、広域幹線道路網の活用により、さらなる交

流人口の増加や近隣都市の産業との連携強化が期待。

• 地形的制約から暮らしやすさに課題があるが、特徴的な眺望や静謐な環境、通風・採光と
いった斜面地ならではの魅力がある

中心部から
車で53分

中心部から
車で55分

中心部から
車で18分

※中心部からの所要時間は、出発地点を⻑崎市役所とし、令和３年度全国道路・街路交通
情勢調査（国土交通省）を使用し算出
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Chapter  3 ⻑ 崎 市 の ま ち の 可 能 性 と ま ち づ く り の 考 え 方

この章では、第２章で把握した現状を基に、以下の２点について整理します。
• ⻑崎市のまちの可能性
• テーマごとのまちづくりの考え方

-33-
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3

⻑ 崎 市 の ま ち の 可 能 性 第2章で整理したエリア・ネットワークのポテンシャルを踏まえ、⻑崎市のまちの可能性を整理します。

A 都 ⼼ 部

B 地 域 拠 点 ・ 生 活 地 区

C 斜 面 市 街 地

-34-

中
央 都心周辺に位置し、⾃然環境に恵まれる

北
部

海・山・川といった⾃然環境に恵まれ、道路整備
で居住地の魅力向上も期待

東
部

⻑崎と諫早中心部の中間に位置し、大学や近
隣都市と連携したまちづくりに期待

南
部

マリンアクティビティ等を体験できる⾃然環境に恵
まれ、道路整備で居住地の魅力向上も期待

居住誘導
区域

地形的制約が小さく、居住を誘導する
安全で暮らしやすいエリア

⾃然共生
区域

空地を活用し、眺望・通風・採光といっ
た斜面地の魅力を活かしたゆとりある
居住を許容するエリア

豊富な観光資源多様な暮らし・過ごし方

高次な都市機能が集積する集客拠点

各拠点につながりがある 広域交通網の充実

歴史・文化、スポーツ、国際色
豊かなまちなみなど多様な魅力

一定の都市機能が各地域の拠点に集積
中
央 世界遺産構成資産、海の駅など

北
部

世界遺産構成資産、道の駅夕
陽ヶ丘など

東
部

ペンギン水族館、⻑崎街道（シュ
ガーロード）など

南
部 リゾート施設、恐⻯博物館など

斜面市街地ならではの特徴的
な眺望

D 都⼼部と
周辺部のつながり

• 公 共 交 通 網 の 発 達
（公共交通徒歩圏人口カバー
率８割）

• 高 規 格 道 路 の 整 備
（⻄彼杵道路・⻑崎南北幹
線道路、南環状線）

• 光回線の充実

E 広 域 連 携
• 新幹線開業

• 松が枝国際観光船埠
頭２バース化

• 高 規 格 道 路 の 整 備
（⻄彼杵道路・⻑崎南北幹
線道路、南環状線）
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国外含め多様な人々と
交流・活動できる！

多様な暮らし・過ごし方を
選択できる！

様々な場所で生活サービスを
享受しやすい！

多様な魅力が多くの人・企業をひきつけ、⻑崎独⾃の暮らし・過ごし方を選択できる、だれもが安全・安心に暮らせる⻑崎づくり

⻑ 崎 市 が も つ 強 み や 可 能 性 を 最 大 限 活 か し た 取 組 み を し て い く ！

各 拠 点 に つ な が り が あ る多 様 な 暮 ら し ・ 過 ご し 方

浜町アーケード商店街

⻑崎駅でのイベントの様子

斜
面
市
街
地

南山手の坂

鍋冠山公園からの眺め

地
域
拠
点
・
生
活
地
区

琴海⼾根の桜並木 大中尾棚田

都
心
部

端島と夕陽 シュノーケリング
出典：⻑崎市公式観光サイト 出典：⻑崎市公式観光サイト

豊 富 な 観 光 資 源

恐⻯博物館 端島（軍艦島）

平和祈念像

⻑崎スタジアムシティ

グラバー園

⻑崎くんち

世界新三大夜景 ランタンフェスティバル

ペンギン水族館 滝の観音出津教会堂 大野教会堂

都
心
部

北
部

南
部

東
部

広 域 交 通 網
の 充 実

市内全域で大容量高速の

データ通信が利用可能

新幹線開業 観光船埠頭2バース化 広域道路網の整備

出典：⻑崎県「土木部の概要」
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⻑ 崎 市 の ま ち の 可 能 性

区 分 カバー率(%)

全国平均 41

地方都市圏

政令市 74

概ね50万人 62

概ね30万人 48

長崎市 80出典：⻑崎市「立地適正化計画」

公共交通徒歩圏人口カバー率

大浦天主堂眼鏡橋
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み ら い の ⻑ 崎 に 向 け た 、 エ リ ア と ネ ッ ト ワ ー ク の 視 点 ご と の ま ち づ く り の 考 え 方
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多 様 な 魅 力 が 多 く の 人 ・ 企 業 を ひ き つ け 、
⻑ 崎 独 ⾃ の 暮 ら し ・ 過 ご し 方 を 選 択 で き る 、
だ れ も が 安 全 ・ 安 心 に 暮 ら せ る ⻑ 崎 づ く り

将 来 都 市 構 造 を 踏 ま え 、 ⻑ 崎 市 を ５ つ の 要 素 に 分 割

ネットワーク
広域連携

ネットワーク
都⼼部と周辺部のつながり

エリア
都⼼部

エリア
斜面市街地 エリア

地域拠点

エリア
生活地区

エリア
生活地区

エリア
生活地区

エリア
生活地区

エリア
生活地区

エリア
生活地区

エリア
生活地区

エリア
地域拠点

エリア
地域拠点

A 都心部

B 地域拠点・生活地区

C 斜面市街地

エリアの視点 ネットワークの視点

D 都心部と周辺部のつながり

E 広域連携

都⼼部

地域拠点・
生活地区

斜面市街地

都⼼部と周辺部
のつながり

広域連携

エリアの視点

ネットワークの視点

人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む
求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く り

豊 か な ⾃ 然 な ど の 魅 力 を 感 じ 、
地 域 な ら で は の 暮 ら し 方 や 過 ご し 方 が で
き る エ リ ア づ く り

広 域 で 連 携 し な が ら 、 観 光 客 や 働 く 人 、
住 む 人 を 呼 び 込 む ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

眺 望 の 良 さ や 静 か な 環 境 な ど の 魅 力 を
感 じ 、 斜 面 地 な ら で は の 暮 ら し 方 や 過 ご
し 方 が で き る エ リ ア づ く り

だ れ も が 円 滑 に 移 動 で き 、
ど こ に 住 ん で も 十 分 な 生 活 サ ー ビ ス を 受
け ら れ る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り

A

B

C

D

E

３ み ら い の ⻑ 崎 に 向 け て
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Chapter  4 み ら い の ⻑ 崎 に 向 け た ま ち づ く り

この章では、第３章で整理したエリア・ネットワークごとのまちづくりの考え方と、現状分析や市⺠意⾒、検討委員会の意⾒を踏まえ、
各テーマにおけるこれからの「まちづくりの方針」と「取組みの方向性」を整理します。

-37-

Ｃｈ.１

⻑
崎
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
に
つ

い
て
（
補
足
）

Ｃｈ.２

現
状
整
理

Ｃｈ.３

⻑
崎
市
の
ま
ち
の
可
能
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

Ｃｈ.４

み
ら
い
の
⻑
崎
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り

Ｃｈ.５

策
定
経
過

Ｃｈ.６

用
語
集



人 、 企 業 、 投 資 を 呼 び 込 む 求 心 力 の 核 と な る エ リ ア づ く りA 都⼼部

現 状 ・ 問 題 点 方 針

交流や多様な活動を生み出す空間が不
足

魅力的な回遊動線や交通結節機能が不
足

•人が気軽に集う場
所がない

•芸術などを共有・
披露する場や若者
が遊ぶ場所が不足

•意図的に出会いを
つくる

•人材を集め、交流
を仕掛ける

•用途を掛け合わせ
た場所

•チャレンジの後押
し

現状分析 検討委員会市⺠意⾒

歩きにくい、休憩場
所や街路樹が少ない

お店を楽しみなが
ら歩ける環境があ
ると良い

•浜町に行かなく
なった

•臨海部で買い物が
完結

観光と暮らしの間に
はクリエイティブ
（創造性）がはまり
やすい

歴史文化等の多様
な資源がコンパク
トに集積

臨海部を中心に
100年に一度のま
ちづくり

特にまちなか（浜
町）の歩行者通行
量が減少

まちなかの空き店
舗の増加

商業業務系建物の
減少

⻑崎駅周辺は滞在割合（活動量）が増
加し、浜町周辺は減少

低未利用地が駐車
場に転換

交 流 や 多 様 な 活 動 を
生 み 出 そ う

人 中 心 の 楽 し い 都 市
空 間 を 創 出 し よ う

エ リ ア の 価 値 創 造 に
取 り 組 も う

方針Ⅰ

方針Ⅱ

方針Ⅲ
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 交 流 や 多 様 な 活 動 を 生 み 出 そ う

① 居 場 所 づ く り や 交 流 が 生 ま れ る 空 間 の 創 出
市⺠や来訪者が心地よく過ごせる場所や、交流が生まれる空間の創出。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―
【憩いの場となる道路空間】 【官⺠連携による公園活用】

出典：富山市「PPPプラットフォームの取り
組みと官⺠対話」

出典：国土交通省「居心地が良く歩きたく
なるグランドレベルデザイン」

【参考】市⺠意⾒

●来訪者から刺激をもらえるまちになってほしい●海外との交流が活発なまちになってほしい
●世代を超えてつながりがあるまちになってほしい●若者の第３の居場所をつくってほしい●
浜町に気軽に立ち寄れるまちなか広場があると良い●みち遊びができる仕組みをつくれると良
い●人材の交流でまちを活性化する取組みが必要
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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方 針 Ⅰ 交 流 や 多 様 な 活 動 を 生 み 出 そ う

② 公 共 空 間 や 低 未 利 用 地 な ど の 柔 軟 な 活 用
公共空間やオープンスペース、低未利用地などを、多様化するニーズなどを

踏まえて柔軟に活用。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

【都市公園を柔軟に活用】

出典：横浜市「公募型行為許可制度」

【駐車場を活用した交流の創出】

出典：富山市「富山市都市再生整備事業の概要」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
●様々な世代が過ごしやすい公園があるまちになってほしい●公園や道路を滞在空間として
活用してほしい●⺠間の空き地などを活用し、フリースペースや休憩できる空間として活用す
る取組みが必要
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 交 流 や 多 様 な 活 動 を 生 み 出 そ う

③スポーツや文化芸術などを活用した賑わいの創出
スポーツ、音楽、アートなど、まちづくりと親和性の高いコンテンツを活用した

賑わい創出の取組みの推進。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―
【スポーツによる賑わい創出】
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒

●芸術や音楽のイベントを増やす取組みが必要
●文化の香りあふれる⻑崎になってほしい

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 人 中 ⼼ の 楽 し い 都 市 空 間 を 創 出 し よ う

① 人 に 優 し く 緑 を 感 じ る 空 間 の 創 出
道路空間再編や歩きやすい歩道整備など、人中心の安全・安心・快適な

道路空間の創出。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●歩いて暮らせるまちになってほしい●だれもが歩きやすいまちになってほしい●コンパクトな市
街地を活かした歩きたくなるまちづくりをしてほしい●美しい緑が多いまちになってほしい●歩道
に樹木がなく、日影がない。子どもが散歩できるような日影があると良い●暑すぎて外出が億
劫であり、ランドマーク周辺の歩道に木陰がほしい●歩かないと消費は生まれない。いかに歩
いてもらえるかが大事●回遊しやすい、回遊が生まれる通りがあると良い●まちなかまで人の
流れを生み出すようなとおりをつくるべき

出典：国土交通省「多様なニーズに応える道路の事例集」

【歩いて楽しい道路空間の創出】
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 人 中 ⼼ の 楽 し い 都 市 空 間 を 創 出 し よ う

② 空 間 の 柔 軟 な 活 用
多様な用途や使い方に対応できる道路空間とし、地域の賑わいを創出。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―
【歩行空間の多様な活用】

出典：国土交通省資料
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒

●【再掲】公園や道路を滞在空間として活用してほしい●道路空間に勉強や仕事ができる
机や椅子を確保する取組みが必要●【再掲】みち遊びができる仕組みをつくれると良い

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 人 中 ⼼ の 楽 し い 都 市 空 間 を 創 出 し よ う

③ 沿 道 の 魅 力 向 上
建物の１階をまちに開かれた空間とするなど、沿道の魅力向上。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●まちの一等地や商業地に建つマンションの１階部分は、販売サービス業を誘導してほしい
●建物の美観を意識した取組みが必要

【デザインガイドラインに基づくまちなみ形成】

出典：大阪市「御堂筋デザインガイドライン」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 人 中 ⼼ の 楽 し い 都 市 空 間 を 創 出 し よ う

④ 移 動 の 支 援
まちの賑わいを感じながら移動できる手段の導入。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

出典：国土交通省「次世代モビリティネットワークの検討」

【次世代モビリティの活用】
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒

●モビリティで海を感じながら移動できる手段があると回遊しやすい●電気⾃動車を導入す
る必要

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅲ エ リ ア の 価 値 創 造 に 取 り 組 も う

① エ リ ア の 価 値 を 維 持 ・ 向 上 さ せ る 体 制 の 構 築
様々な主体が連携し、良好な環境の保全とエリア価値の維持・向上を目

指す体制の構築。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●まちをコーディネートする場やコーディネーターがいる場所を確保してほしい●まちづくりを普段
から話す場所があるまちになってほしい●普段からまちづくりについて議論できる場所が必要
●まちのことを教えられる意⾒交換の場が必要●まちの担い手を育成するシステムが必要●
人材育成や人材を発掘する仕組みが必要●新しい取組みを行うにしてもプレイヤーがいない
ため、プレイヤーを増やす仕組みが必要

【公⺠学など様々な主体が連携した事業の推進】

出典：国土交通省「官⺠連携まちづくりポータルサイト」

-46-

他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅲ エ リ ア の 価 値 創 造 に 取 り 組 も う

② 取 組 み を 支 え る 場 の 確 保
公共施設や歴史的建造物などを活用して、価値創造の取組みを支える場

を確保。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

【歴史的建造物を活用した創造的活動の発信】

出典：横浜市HP
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●創造的な活動ができるまちになってほしい●創作家たちの活動拠点が至る所にある創作
活動が溢れるまちになってほしい●スモールビジネスを始めやすいまちになってほしい●図書館
や文化施設などを、市⺠に開かれた創造的活動の場にする取組みが必要●アートに触れら
れる機会を創出する必要●平和に関連する産業を生み出す取組みが必要●簡単にチャレ
ンジ（起業等）できる仕組みがほしい

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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豊かな⾃然などの魅力を感じ、地域ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりB 地域拠点・生活地区

現 状 ・ 問 題 点 方 針

各生活地区の居住者は、地域拠点で一定
の生活サービスを享受

•身近な場所の店が無くなり買い物が大変
•遊び場が少ない、ニーズを反映できてい
ない公園が多い

•廃校舎等の既存ストック活用が課題
•車がないと生活しづらい
•都心部と生活地区のアクセスが弱い
•交流できる場が少ない

現状分析 市⺠意⾒

暮 ら し や す さ を 確 保 し
よ う

魅 力 あ る 暮 ら し 方 ・ 過
ご し 方 を 提 供 し よ う

豊 か な ⾃ 然 な ど 地 域
の 魅 力 を 活 用 し よ う

生活サービス関連事業所の減少

都市計画区域内の１人当り都市公園面積
は基準以上

公共施設の再編が進められている

路線バスの減便・路線廃止

県内への主な転出理由は「居住環境」

空き家の増加

総合科学大学の新学部設置

市内全域で光回線が利用可能

•若者が住みたいと思う住宅が少ない
•空き家バンクが活用されていない
•テレワークなど多様な働き方ができる環
境整備を求める意見が多い

豊かな自然や世界遺産構成資産点在 自然や観光資源を活かしきれていない

方針Ⅰ

方針Ⅱ

方針Ⅲ
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う

① 都 市 機 能 の 維 持 ・ 向 上
地域の生活を支える拠点として、商業や医療などの都市機能の維持・向

上。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

【都市機能の誘導】

出典：⻑崎市「⻑崎市都市計画マスタープラン」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒

●地域医療に力を入れる取組みが必要●医療機能の充実を図る取組みが必要

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う

② 交 通 の 要 所 と し て 整 備
生活地区と都心部・近隣都市をつなげる交通の要所として整備。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●都心部と生活地区をつなぐ交通整備の取組みが必要

出典：国土交通省「国土交通省白書2021」

【乗継拠点と都市機能の一体化】
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

-51-

方 針 Ⅰ 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う

③ 地 区 内 の 移 動 支 援
車がなくても移動できる手段の確保や体制の構築。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―
【車がなくても便利に安心して移動できるモビリティサービス】

出典：国土交通省「2040年、道路の景色が変わる」

他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●コミュニティバスを増やしほしい●公共交通事業に参入しやすいよう規制緩和をしてほしい
●ライドシェアの取組みが必要●乗合タクシーなどの仕組みが必要●だれもが気軽に外出で
きる仕組みをつくってほしい●便利で安く移動できる仕組みづくりが必要

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う

④ 住 ⺠ が 集 ま り や す い 場 所 の 多 機 能 な 活 用
公共交通の乗継拠点など、住⺠が集まりやすい場所を多機能に活用。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●地域交流の場を増やす取組みが必要●買い物が便利なまちになってほしい●移動販売
を支援してほしい●人々が気軽に悩みなどを話し合う場の確保が必要●⾃宅近くでちょっと
した買い物ができると助かる●生活サービスを改善してほしい

出典：国土交通省「地域交通共創モデル実証プロジェクト」

【バス停に買い物・交流施設を併設】
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒

生活
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う

⑤ ニ ー ズ を 反 映 し た 憩 い ・ 遊 び 場 の 確 保
小規模公園等を、住⺠ニーズを踏まえながら再編・改善するなど、満足度

が高い憩いや遊び場の確保。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

【ニーズを取り入れ公園をリニューアル】

出典：⻑崎市「横尾地区公園リニューアル」 出典：新上五島町「こども未来交流センター」

【旧小学校を遊具エリアに整備】
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●子育て世帯向けの公園を整備してほしい●子どもを安心して遊ばせることができる公園が
あるまちになってほしい●公園・広場の全体的な⾒直しが必要●子どもも大人も一緒に楽し
める公園や施設を増やす取組みが必要●利用されていない公園が多いためテーマ別で公園
の役割を設定する●日影がなく、遊具も暑くて遊べないため、ちょっとした日影があると良い。
●⾃然に触れあいながら遊ぶ施設が不足している●子どもが遊べる場所（全天候型な
ど）があると良い

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

地域
拠点

生活
地区

Ｃｈ.１

⻑
崎
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
５
０
に
つ

い
て
（
補
足
）

Ｃｈ.２

現
状
整
理

Ｃｈ.３

⻑
崎
市
の
ま
ち
の
可
能
性
と

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方

Ｃｈ.４

み
ら
い
の
⻑
崎
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り

Ｃｈ.５

策
定
経
過

Ｃｈ.６

用
語
集



※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 魅 力 あ る 暮 ら し 方 ・ 過 ご し 方 を 提 供 し よ う

①地域ならではのライフスタイルを実現できる環境づくり
豊かな⾃然を感じる暮らしなど、地域ならではのライフスタイルを実現できる

環境づくり。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

生活
地区
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

●⾃然を活かしたまちになってほしい●緑あふれるまちになってほしい●若者向けの低廉な価
格の住宅を確保してほしい●ワークライフバランスを実現できる取組みが必要

市 ⺠ 意 ⾒

【二地域居住の促進】

出典：国土交通省「二地域居住等施策推進ブック」
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 魅 力 あ る 暮 ら し 方 ・ 過 ご し 方 を 提 供 し よ う

②職住育が近接したまちへ転換
⾃宅近くで日常生活をおくることができるよう職住育近接型のまちへ転換。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

【空き家をコワーキングスペースや子育て拠点に活用】

出典：内閣府「地域住宅団地再生事業の活用イメージ」

地域
拠点

生活
地区
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒

●子育てに強いまちになってほしい●安心して子育てと仕事が両立できる環境づくりを進めて
ほしい●コワーキングスペースを都心部以外にもつくってほしい●子育てしやすい仕組みをつくっ
てほしい●ワークライフバランスを実現できる取組みが必要

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 魅 力 あ る 暮 ら し 方 ・ 過 ご し 方 を 提 供 し よ う

③地域再生の担い手の確保
⾃治体等と連携し、より住⺠に近い立場から地域再生に取り組む担い手

の確保。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●【再掲】まちの担い手を育成するシステムが必要●【再掲】人材育成や人材を発掘する仕
組みが必要

地域
拠点

生活
地区
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒

【まちづくり担い手育成支援事業】

出典：各務原市「まちづくり担い手育成支援事業」
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅲ 豊 か な 自 然 な ど 地 域 の 魅 力 を 活 用 し よ う

①地域の魅力に触れられる場の確保
空き家などを活用した観光客を呼び込む滞在体験施設など、地域の魅力

に触れられる場の確保。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

【空き家を活用し滞在体験施設を整備】

出典：尾道市「空家等活用促進モデル事業」
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生活
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●地域資源を活かしたまちづくりを進めてほしい●一次産業に力を入れてほしい（ブランド化
など）●一次産業の生産者のつながりをつくり、新たな魅力を創出する取組みが必要では
ないか●⻑崎の食や⾃然をもっとアピールすべき●空きスペースや公共施設を活用し、交流
創出や多様な活動の実現を図ってほしい●メインとした目的地以外にも追加の観光体験を
提案できるといい●周辺部にも交流人口を波及するよう考えてほしい

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅲ 豊 か な 自 然 な ど 地 域 の 魅 力 を 活 用 し よ う

②地域資源を活用した取組みの推進
公共施設などの余剰空間を活用したチャレンジショップなど、地域資源を活

用した取組みの支援。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●【再掲】スモールビジネスを始めやすいまちになってほしい●小さいながらも地域資源を活かし
た様々な魅力を生み出し、そうした魅力を繋げて発信していく取組みが必要●【再掲】使われ
ていない公共施設を利活用出来る取組みを行ってほしい●【再掲】周辺部にも交流人口を
波及するよう考えてほしい●【再掲】周辺部にお金を落としてもらえるような仕組みを考えてほ
しい●【再掲】一次産業の生産者のつながりをつくり、新たな魅力を創出する取組みが必要
ではないか

出典：須賀川市「創業（チャレンジ）応援事業」

【公共空間にチャレンジショップを設置】

地域
拠点

生活
地区
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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斜 面 地 な ら で は の 魅
力 を 活 用 し よ う

現 状 ・ 問 題 点 方 針

車が入らない道や坂道・
階段道が多い

高齢者の生活を支
援する視点も重要

【現状分析】 【検討委員会での意⾒】【市⺠意⾒】

眺望の良さや静かな環境などの魅力を感じ、斜面地ならではの暮らし方や過ごし方ができるエリアづくりC 斜面市街地

災害時の高齢者の避難
が課題

空き家の約６割が斜面地
に存在

高齢者世帯※の約５割が
居住

方針Ⅰ

方針Ⅱ

方針Ⅲ

とにかく移動が大変

まちに降りないと買い
物ができない

斜面地からの眺望は観
光資源として活用でき
る

斜面地からの景色を眺
められる素敵なお店も
ある

車が通らない道路
に接道する空き家
活用は限界がある

空き家はあるが住む場
所がない

若者が住みたがらない
安 全 で 暮 ら し や す い 場
所 で の 暮 ら し を 推 進 し
よ う

斜 面 地 に 合 っ た 暮 ら し
や す さ を 確 保 し よ う
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平坦地と比べ地価が安い 眺望が良く、静かな環
境

静謐な環境は子育
てに適している



※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 斜 面 地 に 合 っ た 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う

①既存ストックを活かした交通環境の改善
既存の道路インフラを有効活用し車が通る道路を整備するなど、交通環境

の改善。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●垂直エレベーターを増やし、斜面地を再生する取組みが必要●斜面地エレベーターが必要
●車が通れる道路を整備する取組みが必要

出典：⻑崎市「車みち整備事業とは」

【階段道のスロープ化】
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 斜 面 地 に 合 っ た 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う

②移動の支援
狭い道でも走行できるモビリティ等を活用した移動支援の導入の推進。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―
【様々なモビリティを活用した移動支援】

出典：国土交通省「グリーンスローモビリティの導入と活用のための手引き」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●斜面地のアクセスをどうにかしてほしい●斜面地から都心部に行きやすい移動手段を確立
する取組みが必要●車が入らない道路を次世代モビリティで移動できるような取組みが必要
●移動しやすいモビリティを導入する必要

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 斜 面 地 に 合 っ た 暮 ら し や す さ を 確 保 し よ う

③未利用ストックの多機能な活用
空き地などの未利用ストックを多機能に活用。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●斜面地の空き地を活用する取組みが必要●空き地を周辺住⺠の共有地として活用・管
理できれば良い●ドローン配送や移動販売車による取組みが必要●【再掲】移動販売を支
援してほしい

【土地を多機能に活用する事例】

出典：さいたま市「シェア型マルチモビリティの取組と交通政策」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 安 全 で 暮 ら し や す い 場 所 で の 暮 ら し を 推 進 し よ う

未利用ストックなどを活用した環境づくり
複数の空き地・空き家等を区画再編するなどし、市場価値のある住宅ス

トックなどを確保。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

【未利用ストック等を活用した小規模区画再編】

出典：広島県「広島型ランドバンク事業」

-63-

他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●若者・学生がすむまちになってほしい●体力がある人や若者が低廉な価格で斜面地に安
く・便利に住むまちになってほしい●安全に暮らせる斜面地になってほしい●斜面地を区画整
理し、若い人が適切な価格で定住するまちになってほしい

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅲ 斜 面 地 な ら で は の 魅 力 を 活 用 し よ う

斜面地の魅力を活用した取組みの支援
建物用途規制の緩和などにより、斜面地の魅力を活用する取組みの支援。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●旧魚の町団地のようにチャレンジする人が集まるような場所になってほしい●良い景色を眺
められる公園やお店、展望スペースがある場所になってほしい●若者向けのコワーキングスペース
があると良い●坂の上の歴史を大事にし、歴史的な建物を活用するまちになってほしい●【再
掲】スモールビジネスを始めやすいまちになってほしい●斜面地の魅力をもっと活用してほしい

-64-

他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒

出典：国土交通省「空き地等の新たな活用」

【遊休地を農園として活用しコミュニティ再生へ】
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だれもが円滑に移動でき、どこに住んでも十分な生活サービスを受けられるネットワークづくりD 都心部と周辺部のつながり

現 状 ・ 問 題 点 方 針

広域幹線道路網等の整備
（⻄彼杵道路・⻑崎南北幹線道路、⻑崎
南環状線）

•交通渋滞で外出を控える

現状分析 市⺠意⾒

円 滑 な 移 動 を 支 え る
道 路 ・ 交 通 ネ ッ ト ワ ー
ク を 形 成 し よ う

だ れ も が 快 適 に 移 動
で き る 手 段 を 確 保 し よ
う

慢性的な交通渋滞

路線バスの減便・路線廃止 •都心部と生活地区のつながりが弱い
•公共交通の減便が続き不便

方針Ⅰ

方針Ⅱ
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 円 滑 な 移 動 を 支 え る 道 路 ・ 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し よ う

① 円 滑 な 道 路 交 通 の 確 保
幹線道路網の充実や交通需要マネジメントなどにより、円滑な道路交通の

確保。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●交通渋滞が解消されたまちになってほしい●交通網が充実したまちになってほしい●【再
掲】都心部と生活地区をつなぐ交通整備の取組みが必要●どこに住んでも色々なところに
行ける交通網がすぐにでもほしい●⻑崎には色々な魅力があるのに、そこまでのアクセスが悪
い

【幹線道路の整備】

出典：⻑崎県⻑崎振興局「⻑崎南環状線」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 円 滑 な 移 動 を 支 え る 道 路 ・ 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し よ う

②公共交通のスムーズな移動を支える環境づくり
バス専用レーンの拡充などにより、公共交通のスムーズな移動の支援。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―
【速達性・定時性を確保したバスの運行】

出典：岐阜市「岐阜市総合交通計画」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●【再掲】⻑崎には色々な魅力があるのに、そこまでのアクセスが悪い●【再掲】色々な魅力
があるが行くまでが大変●⻑崎市全体の公共交通によるアクセス性向上が大事●公共交
通を充実させ、様々な場所にアクセスしやすくすると、⻑崎の強み（歴史文化、⾃然、食
等）が主張できる

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ だ れ も が 快 適 に 移 動 で き る 手 段 を 確 保 し よ う

① 公 共 交 通 の 持 続 可 能 性 の 向 上
既存路線の効率化や⾒直し等を進め、将来にわたって持続可能な公共交

通の実現。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●だれもが公共交通機関で移動しやすいまちになってほしい●公共交通機関が維持できるま
ちになってほしい●路線バスの路線を再編する取組みが必要
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒

【公共交通を軸としたまちづくり】

出典：国土交通省「国土交通白書2024」
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ だ れ も が 快 適 に 移 動 で き る 手 段 を 確 保 し よ う

② 公 共 交 通 の D X の 推 進
ＭａａＳや⾃動運転の導入など、公共交通DXの推進。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―
【⾃動運転バスの運行】

出典：国土交通省「2040年、道路の景色が変わる」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●【再掲】⻑崎には色々な魅力があるのに、そこまでのアクセスが悪い●【再掲】色々な魅力
があるが行くまでが大変●⻑崎市全体の公共交通によるアクセス性向上が大事●公共交
通を充実させ、様々な場所にアクセスしやすくすると、⻑崎の強み（歴史文化、⾃然、食
等）が主張できる

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ だ れ も が 快 適 に 移 動 で き る 手 段 を 確 保 し よ う

③ 様 々 な 移 動 手 段 の 円 滑 な 接 続
様々な移動手段の乗継環境を向上し、スムーズな乗り換えの実現。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●様々な施設にアクセスできる生活しやすいまちになってほしい●【再掲】だれもが気軽に外
出できる仕組みをつくってほしい●交通が不便な場所をつくらない●【再掲】便利で安く移動
できる仕組みづくりが必要

【様々な交通モードの接続・乗り換え拠点】

出典：国土交通省「2040年、道路の景色が変わる」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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広 域 で 連 携 し な が ら 、 観 光 客 や 働 く 人 、 住 む 人 を 呼 び 込 む ネ ッ ト ワ ー ク づ く りE 広域連携

現 状 ・ 問 題 点 方 針

⻄九州新幹線の開業

現状分析 市⺠意⾒

広 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 形
成 し 、 活 用 し よ う

産 業 機 能 を 増 進 し よ
う

居 住 機 能 を 増 進 し よ
う

広域幹線道路網の整備（⻄彼杵道路・⻑
崎南北幹線道路、⻑崎南環状線）

クルーズ客船寄港数の回復

九州ＭａａＳの運用開始

近隣都市への半導体関連企業集積

⻑崎市から諫早市への通勤者は増加傾向

諫早市通勤者の主な通勤エリアは「諫早
インターチェンジ南側工業団地」

•半導体関連企業集積を踏まえた土地利
用・都市基盤整備が必要

•働く場がない

方針Ⅰ

方針Ⅱ

方針Ⅲ
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 活 用 し よ う

① 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成
九州新幹線⻄九州ルートの全線フル規格や高規格道路の整備といった広

域ネットワークの形成の推進。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●新幹線のフル規格化をすすめてほしい●広域道路の整備が進んでおらず、早く進めてほし
い●松が枝国際船観光船埠頭の２バース化を急ぐべきだと思う

出典：長崎県HP「西九州新幹線開業！」

-72-

他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅰ 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 活 用 し よ う

② 県 内 外 と の 連 携 強 化
二次交通の充実などにより、県内外との連携の強化。

— 取 組 み イ メ ー ジ ―

出典：長崎県HP「長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画」
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●空港からのアクセスを改善すべき●東⻑崎地区にはＪＲがあるが、ＪＲ駅までのアクセス
が悪く、本数も少ない。ＪＲがもっと便利になればと思う

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅱ 産 業 機 能 を 増 進 し よ う

① 企 業 立 地 用 地 の 確 保
広域幹線道路網の整備との連携や近隣都市の産業動向などを踏まえな

がら、土地利用の規制を緩和するなど、企業立地用地の受け皿の確保。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

●企業や住宅が集積するまちになってほしい●企業をもっと呼び込んで活気あるまちにしてほ
しい●市街化調整区域の土地利用の規制を緩和する取組みが必要●企業誘致にしっかり
と取組んでほしい●働ける場所をもっと増やすべきだと思う

出典：経済産業省「産業立地政策について」

【⺠間を活用した産業団地開発】
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他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）

市 ⺠ 意 ⾒
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※取組みの方向性に関連するまちづくりの動きや市⺠意⾒など（第５回
検討委員会で掲載予定）

方 針 Ⅲ 居 住 機 能 を 増 進 し よ う

① 住 宅 立 地 用 地 の 確 保
広域ネットワークの形成との連携や近隣都市の産業動向などを踏まえなが

ら、土地利用の規制を緩和するなど、住宅立地用地の受け皿の確保。
— 取 組 み イ メ ー ジ ―

【住宅団地の造成】

-75-

他 都 市 の 取 組 み 事 例取 組 み の 方 向 性

市 ⺠ 意 ⾒
●【再掲】企業や住宅が集積するまちになってほしい●【再掲】市街化調整区域の土地利用
の規制を緩和する取組みが必要●東⻑崎地区はベッドタウンとして活用できる

※取組みの方向性に関連する他都市の取組み事例を掲載予
定（第５回検討委員会で掲載予定）
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テーマ共通

最 新 技 術 の 活 用 と ま ち づ く り D X の 推 進多様な主体の連携・協働やまちづくりの担い手を育成する
体制の構築

ま ち づ く り G X の 推 進

出典：国土交通省「まちづくりのデジタル ・ トランスフォー
メーション実現ビジョン」

コンパクトで安全なまちづくりの推進

【都市における緑とオープンスペースの展開】

出典：国土交通省「都市行政におけるカーボンニュートラルに向けた取組事例集」

【街区単位での取組み】【都市構造の変⾰】

【居住誘導のイメージ】

出典：⻑崎市「立地適正化計画」 出典：（一社）すまいづくりまちづくりセンター連合会

様 々 な 移 動 手 段 を シ ー ム レ ス に つ な ぐ

出典：国土交通省
「まちづくりの可能性を広げるエリアプラットフォーム」

【住宅セーフティーネット制度】

出典：国土交通省「第２回施設デザインWG事務局資料」 出典：内閣府「政府広報オンライン」

だれもが住まいを探しやすい仕組みを構築

⻑崎駅から二次交通の乗継環境を改善してほしい
公共交通の利用案内を外国人の方も含め、だれもが分かり

やすい表示にすべき

ライフステージに応じ
て住まいを選択でき
る仕組みを構築し
てほしい

スマートシティを目指すまちになってほしい
様々な情報のネットワークを強化するなど、

情報のプロットフォームがほしい

ゼロカーボンシティを目指すまちになってほ
しい

環境にやさしいまちになってほしい

行政による居住誘導が必要

-76-

地域を元気にする魅力的・特徴的な人材を
活用する取組みが必要

若者がイベント運営しやすいまちになってほしい
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【⻑崎市空き家・空き地情報バンク】

出典：⻑崎市

市 ⺠ 意 ⾒

市 ⺠ 意 ⾒

市 ⺠ 意 ⾒

市 ⺠ 意 ⾒

市 ⺠ 意 ⾒

市 ⺠ 意 ⾒



Chapter  5 策 定 経 過

この章では、グランドデザインの策定経過をご説明します。
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• 検 討 委 員 会 や 市 ⺠ と の 意 ⾒ 交 換 会 の 開 催 状 況 、 市 議 会 に お け る 説 明 状 況 な ど を 時 系 列 で 掲 載
予 定 で す 。
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Chapter  6 用 語 集
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• 本 編 及 び 参 考 資 料 中 で 使 用 し て い る 専 門 用 語 等 を 説 明 す る 用 語 集 を 掲 載 予 定 で す 。
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